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〈概要〉	
 

本研究では、「旅育」の考え方に着目し、宿泊

学習における班別行動の有効性を明らかにする

ことが目的である。	
 

第 1 章では、旅育の取り組みの現状や旅育の

定義について取り上げた。その上で、修学旅行

の位置付けを述べ、修学旅行の班別行動の現状

を論じた。そして、班別行動に「学び」を取り

入れた事例を取り上げ、考察を行った。	
 

第 2 章では、研究の目的、方法について述べ

た。旅など非日常の環境に身を置き、自然や本

物に触れることで、人間性や感性が豊かになる。

このことは年齢を問わない。そこで身近な大学

生を対象とした「旅」を行い、旅の中で「テー

マ」を設けた班別行動をしてもらう。そして班

別行動後にアンケート調査をし、結果を考察す

る。大学生の事例を参考に、小学校教育に活か

せる有効性も検討し、研究の目的を明らかにす

る。	
 

第 3 章では、研究室の学生を対象に行った事

例の詳細とアンケートの考察を述べた。研究室

の学部生と院生の異学年合同合宿を、親睦を深

め、充実したものにするべく班別行動を行った。

テーマに沿ったスポットを巡り、地域のおすす

め情報を紹介するという目標を設定し、興味・

関心のあるテーマごとに班別行動をした。班別

行動後に、各班が訪れた場所やおすすめ情報を

共有する場を設け、その内容を記し、考察した。

また、アンケート調査に関しても考察を行った。

その中で得られた、「旅育」の観点で班別行動を

行う有効性を、小学校教育に活かせるかを検討

し、論じた。	
 

第 4 章では、研究の成果と今後の課題を述べ

た。本研究では、2 点の成果が得られた。1 つ目

は、宿泊学習に班別行動を取り入れることによ

り、活動が充実したことはもちろん、旅先や班

員に対し、新たな発見ができたことである。2

つ目は、班別行動に目的を持たせることで、班

での目的意識が明確になり、充実した活動を行

えるようになったということである。また、こ

れらの有効性は小学校教育にも活かせるもので

あると考える。一方、考察した内容について事

例を改善した上で、事前・事後学習の時間を十

分に確保できるよう、1 つの単元として再度実

践を行う必要性があるということが課題として

あがった。また、対象が小学生の場合、安全面

などの配慮も含め、テーマを設定した「学び」

ある班別行動を、「旅育」の観点から授業開発し

ていくことが必要であることも提言した。 


